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【紅葉】

【2012-2013年度 RIテーマ】
 
■ 会 長 報 告                仲田 廣志君 
皆さん、こんにち

は。１１月もあと数

日を残すところとな

りました。先週末は

３連休でしたが前半

は雨と天候に恵まれ

ませんでした。行楽の予定の変更を余儀なくされ

た方もいらっしゃったのではないかと思います。

あの名所に行ってみたいとか思う気持ちも１２月

に入りますと消滅するように思います。何となく

せわしなく落ち着かない自分を感じるように思い

ます。今年は総選挙も行われますのでより一層そ

の感が強くなるような気がします。さて、藤枝ク

ラブの会長を仰せつかりまして５ヶ月が経過いた

しましたが、会員の皆さんの温かいご支援をいた

だきまして、ここまで大過なく努めさせて頂けま

したことを心より感謝しております。しかしなが

ら本業の仕事面では、大変厳しい１年となりまし

た。設備投資関連の物造りに携わっている者とし

ては、円高が大きな足かせとなっています。製造

業にとっての現在の為替レートは許容範囲ではあ

りません。いまの円高が２、３年続いたらもたな

いという企業が多いと言われています。今月８日

の朝日新聞に、日本経済研究センター理事長の岩

田一政さんの記事が掲載されていました。デフレ

日本の、次の一手は？「５０兆円基金設け円売れ」

のタイトルでした。内容は、デフレの真犯人は「円

高」１ドル７９円台をつけた１９９５年のまでさ

かのぼる。当時の経営者は「これでは生き残れな

い」と考え、賃金を減らし、販売価格を下げたの

が始まりである。政府と日本銀行が共同で、外国

の債券を買うための５０兆円規模の基金をつくる。

円を売り、外貨建ての資産を買うことによる為替

レート安定化の効果は大きい。円の価値が１～２

割下がれば、日本の製造業は息を吹き返す。とい

った記事でした。私にとっては、大変興味深い励

まされる内容でした。来月は、政権選択の月でも

あります。新たに日本の将来を託す議員さんが誕

生します。我々を夢の持てる明るい未来へ導いて

くれる政権となってくれることを願いまして、会

長報告とさせていただきます。 

■ 幹 事 報 告              池ノ谷 敏正君 
• 第２６２０地区より 
１２月のロータリーレートのお知らせが届いて

おります。１ドル＝８０円です。 
• 浜松中央ロータリークラブより 
 会長 水野功様執筆の冊子「ロータリークラブと
私の奉仕活動」が届いております。 

• 学校法人藤枝学園より 
記念式典へのご臨席のお礼の文章が届いており

ます。 

■ 出 席 報 告            中森 義次君    
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

32／40 80.00％ 34／39 87.18％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○赤堀君 ○大杉君 ○鈴木舜君 ○平君 

落合君 玉木君 仲田晃君 平野君 

(２)メークアップ者 

河井 宏文君（榛南） 畑 昇君（焼津） 
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■ スマイルＢＯＸ             中森 義次君 
• ゴルフ同好会で優勝しました。森下君の調子が

イマイチで心配でしたが、久しぶりに一等にな

りました。ありがとうございます。 青島 彰君 

• ゴルフ同好会コンペで息子が準優勝させていた

だきました。お世話になりました。 

石垣 善康君 

 

スマイル累計金額   １２３，７３０円 

■ テーブルメイトＢ担当卓話             

池谷 佳典君 
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（担当／池谷君） 


